














































Sugawara, H., Takahashi, H. and Hayashi, F. 2015. Different population genetic structure between 
sexual and asexual gecko species co-existing in the Ogasawara Islands. Ecological Research 30: 
471-478）、日本語での論文も首都大学東京で発行されている小笠原研究報告に１報出版され
ている（村上勇樹 2017. 小笠原諸島聟島列島におけるオガサワラヤモリのクローン多型と
その分布．小笠原研究年報 40: 53-58）。今後、さらに２報（どちらも英文）を国際的な学術
雑誌に順次投稿し，発表する予定である。これらの論文は、性の進化や種分化にかかわる
分野において、重要な論文として引用されると考えられる。よって、博士（理学）の学位
に十分値するものと判定した。 
 
４ 最終試験の結果 
 
 本学の学位規定にしたがって、試験および試問を行った。公開の席上で論文発表を行い、
生命科学専攻教員による質疑応答をもって試験にあてた。また、論文審査委員が本論文お
よび関連分野について試問を行った。その結果、専門科目および外国語について十分な学
力があることを認め、合格と判定した。 
